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日時：平成２４年４月２２日（日） 

会場：「浅草ビューホテル」 
 

     

            

    

 

    

 

    

  

   

       

    

         

 

    

 

   

 

  

  

       

         

 

 

 

 

   

 

    

    

 

   

   

     

    

     

  

 

 

   

新緑も瑞々しい４月２２日（日）、都内浅草にあ

る、「浅草ビューホテル」にて「全日本私塾教育

ネットワーク（以下、私塾ネット） 設立１０周年

記念大会」が開催されました。全国各地より会員が

集合、研修大会への参加者は200名を超え、第二部

の懇親会も160人もの着席パーティーとなるなど、

活気あふれる会場となりました。 

 

第一部は、「設立１０周年記念式典」と「記念講

演」の２本立てです。 

「記念式典」では、関東代表仲野十和田先生力作

の「映像で見る私塾ネットの１０年」、大会実行委

員長でもある、私塾ネット会長の谷村志厚先生の進

行で、私塾ネットの設立に功績を残された、山口恭

弘先生、平林治先生、梶原賢司先生、佐藤勇二先生

の各先生方に記念品が授与されました。また、「記

念講演」に先立ち、

 

感動講演９０分「上甲節」に酔う 

そして「記念講演」のスタートです。「激動し続

ける日本、これからの人づくり～果たして塾や学校

は今までのあり方でいいのか？～」というテーマの

もと、講演者の上甲晃先生がにこやかに登場されま

した。以下にその内容をご紹介いたします。 

『一次情報で勝負せよ！』 

「一次情報」とは、自分目で確かめ、経験し、考

えた自分しかもっていない情報のことです。一次情

報がないと他人と同じような情報を集めることにな

り、結果他人と同じような考え方しかできません。 

『知っている人間ではなくできる人間を育てる』 

例えば教育学を知っている人間が必ずしも教育がで

きるとは限らない、と上甲先生はおっしゃいます。

知識も技術も資格も人生の道具であり、そこに 
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人間力を高める努力がなければ、他の努力は生き

てこないのです。 

『他人のためにおしげもなく力を注ぐ人間は魅力

的である』 

 自分のことしか考えられないような人間は、人間

的魅力があるとは言えません。

 

『あらゆる難は人生の喜びになる』 

人は自分が順調のときには誰しも反省はしないも

のです。逆風こそが反省をするチャンスなのです。

反省は改革につながります。難はだれのもとにも必

ず訪れます。その難を「はい喜んで」と受け入れた

瞬間から人生の喜びにつながるのです。 

『底力は当たり前のことを徹底する力』 

逆境は底力を養うチャンスでもあります。当たり

前のことを誰よりも徹底してやる時に感動は生まれ

ます。教育に携わる人にはぜひ矜持としていただき

たいことがあります。それは、人に求める限りは自

分が徹底してやるという厳しさです。 

最後にマザーテレサの言葉で締めくくりたいと思

います。上甲先生はマザーテレサに「なぜそこまで

人に尽くすことができるのか」という質問をどうし

ても直接してみたく、インドまで会いにいったそう

です。マザーテレサは以下のように答えました。 

「イエス・キリストは、一番受け入れがたい姿で現

れ、自分を試してるのだ。」 

(文責 ＬＡＰＩＳ鎌ヶ谷 加藤はるか) 

←代表者会議の総意

で新理事長に選出さ

れた湯口先生、新任

の挨拶。 

 

 

 

↓和やかな雰囲気の

中、代表者会議は開

催された。 
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鈴木正之理事長の任期満了（２年２期計４年）にともない、湯口兼司氏（湯口塾・香川県）が全国代表者会

議において満場一致で選任された。あわせて事務局長として仲野十和田氏の続投が推挙、承認された。 

次なる世代への架け橋 

      理事長 湯口兼司 
 平成２４年４月２２日、『私塾

ネット設立１０周年』記念大会は

テーマ〈新たなる頁へ〉にふさわし

い素晴らしい大会となりました。谷

村志厚大会実行委員長の下、私塾ネット関東の先

生方の連携によって、２００人を超える各地、各

方面のお客様を接待、また総会、研修大会、懇親

会と全てにおいて本当に見事な受け入れができま

した。身内の私が褒めるのもどうだろうか？とも

思うのですが、ご参加くださった皆さんの笑顔が

印象的で、それを物語っていたように思います。

そしてお集まり頂いた方々がこの会の１０年間を

祝福してくださっているのがよく分かりました。

久しぶりにお会いする懐かしい方々との話の中

で、個人的にはこみ上げてくるものもあり、みな

さんと貴重な時間を共有することができました。

全塾連、PTF、日私会の三団体が１１年前に大同団

結し、真の意味で一つになったことを実感した大

会となりました。 

さて、昨年１０月の四国の研修会は会長、理事

長に揃ってご参加いただきました。そしてその

際、四国の仲間の前で次期理事長を私に、と要請

されました。 

 私塾ネットは初代、山口理事長、第二代、谷村

理事長、そして第三代は５０代の鈴木正之理事長

と若返り、次は一気に４０代の理事長を迎えて、

私たちはそれを補佐すればいいと考えていました

ので、『何で私が？』『自分にそんな大切な役が

出来るわけがない。』『自分の分を超えてい

る。』という心境でした。私にとっては先日の上

甲晃先生のおっしゃられた『難有り』です。決定

打は仲野事務局長が渡辺浩先生に託された言葉で

す。ここでその言葉は書きませんが、谷村会長、

鈴木理事長の『私たちが出来ることは精一杯手伝

うから。』の言葉を頼りに、『次なる世代への架

け橋』となれるように挑戦してみようと考えてい

ます。 

今の時代は良い意味で特色のある塾が保護者や

生徒に選ばれているように思います。全国の私塾

ネットの会員塾の中にはいろいろな部門で卓越し

た、素晴らしい塾がたくさんあります。たとえば

中学入試、小学校英語、英会話、衛星予備校、現

役高校部、個別指導、作文指導、理科実験、保護

者対策、広告企画など。こうした様々な部門で、

お互いに協力できるところはないでしょうか。教

科研修は勿論ですが、こうした塾の特色を生み出す

部門の研修も私は提案していきたいと考えていま

す。少しでも会員塾の課題に役立つような情報を提

供し、共に前進出来たら良いですね。 

最後に、東日本大震災の復興事業はまだ始まった

ところです。東北の先生方や田中宏道震災支援対策

委員長と相談しながら、私たちが出来ることを模索

し、できるだけ長期にわたって取り組んでいきたい

と考えています。 

還暦を過ぎたとはいえ私はまだまだ未熟者です。

皆さんのご協力を心よりお願い申し上げます。 

皆さんのご支援に感謝 
第３代理事長 鈴木正之 

 我々、私塾ネットは１０周年とい

う区切りの記念式典を行いました。

しかし、我々の歴史は１０年ではご

ざいません。私塾ネットの旧３団体

の歴史は５０年前にさかのぼりま

す。私塾ネットの今があるのも、諸先輩方のご努力

の賜です。諸先輩方のご努力に感謝し、１０周年を

迎えられたことを喜び、今この場にいられたことを

幸せに思っております。 

浅草ビューホテルでの１０周年記念式典並びに懇

親会の準備、運営にあたられた関東の先生方、谷村

実行委員長、仲野先生、渡辺先生、柳田先生、田中

先生、川久保先生、監物先生、竹内先生、中村先

生、大住先生、桂馬先生、宝田先生、高橋先生、安

藤光先生…会員塾の職員の皆さま、ご苦労様でし

た。参加していただいた皆様、ご講演いただいた上

甲先生に、心から感謝お礼申しあけます。ありがと

うございました。 

さて、私は２００８年、私塾ネットの理事長とな

り４年間務めてまいりました。その間、多くの方々

に巡り合い、多くのことを学ぶことができました。

理事長１年目には、前エリア中国代表の北川先生の

お言葉に勇気づけられ、エリア関東新代表の長江先

生に支えられ、平林治先生に力をいただき、徳島の

近藤先生に元気づけられ、そして、湯口新理事長に

温かい言葉をいただきました。安藤先生、碇先生、

立脇先生、佐藤先生、梶原先生、加藤先生、木谷先

生…他のエリアの先生、他団体の先生方、私学の先

生方、お名前を挙げるときりがございませんが、多

くの方々に支えられ今日を迎えられました。全国に

大好きな先生がたくさんできたことが、何よりも宝

でございます。本当にありがとうございました。 

 ˗  鈴木第３代理事長から湯口新理事長へバトンタッチ 
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エリア中部 代表 松本 紀行 

（長野県・チャレンジ学院） 
 10周年記念のご成功おめでとうござい
ます。実に見ごたえのある盛大な式典で
した。谷村会長をはじめ実行委員の皆様

のご尽力に対し、心より“ご苦労様でした”と申し
上げます。この10年間でしっかりした基盤ができま
した事と確信いたします。山口先生、佐藤先生方の
功労賞授与の時は思わず昔を懐古させられました。
懐かしいお話の数々、思わず胸にジーンとくるもの
がありました。このようにネットのために身を粉に
して貢献された皆様が、評価され尊敬される催しは
大変有意義なイベントだったと思います。 
上甲晃さんの御講演は大変素晴らしかったですね。
この講演を企画された方がどなたかは存じ上げませ
んが、その眼力と手腕に感謝します。松下政経塾で
数多くの政治家を生みだされた上甲さんのお話は、
とてもわかりやすく奥の深さを感じさせられまし
た。私も松下幸之介さんについては、10年間ほど研
究をさせていただきましたが、松下幸之介さんの身
近で体験されたお話は、とても親近感を持つことが
できました。中でも「教育は未来の希望。」、「松
下電器は人間を育てる会社です。」のくだりは先生
のオーラを感じました。「志」の人とは、人の為に
困難なところを進んでやる。そんな人を全国の塾で
ドンドン育成したいものです。また、「人の長所に
気がつかない人は、人を育てられない。」と仰いま
した。幸之介さんは「暗い営業マン」に対して「そ
んなに暗いのか。そうか。ええなぁ。お葬式には
うってつけな人やないか。」思わず私の中で“コ
トッ”と音をたてました。今、私の塾にも暗くはな
いんだけれど、それと似たような者がおりまして、
思わずダブりました。幸之助さんは心が柔らかくっ
て広大なんですねえ。幸之助さんの耳は人の2倍あ
る。その大きな耳で部下の言うことをしっかり聞い
たそうです。話が上手くても立派な人とは言えませ
ん。「聞く力」は「心の力」なり。ですね。上司の
聞く耳は部下の「やる気」に繋がります。上甲さん
が北海道の刑務所を訪れた際、壁に「難有」という
大きな文字を発見したそうです。人生にはいたると
ころに困難があり、逆境が待ち構えています。どん
な人にもです。この字を逆にして、「有難い」にす
ることが「生きる力」だと仰います。私はこのこと
を「ピンチの中にチャンスあり」と考えました。ピ
ンチという逆境は考えようによっては、人を鍛えて
くれます。上甲さんはまず「反省ができて、新たな 

懇親会の席でもお話をさせていただきましたが、

今、日本は目の前に山積する問題を処理していかな

ければ、先に進めないことは確かですが、後始末ば

かりでは根本的な解決にはなりません。それを解決

するのは教育です。「日本は教育でしか変わらな

い」のです。５０年後の日本、我々の子供や孫の時

代を見据えて、我々は学習塾、学校(公立・私立)とい

う枠を外し、共に１つの目標に向かって進んでいく

ことが必要です。そしてそれは実現可能であると信

じています。 

私塾ネットは学習塾業界、教育界の中でも可能性の

ある組織であると考えています。教育界のうねりの中

で、私塾ネットは今後大きな役割を果たしそうな気が

します。私はこれで４年の任期を終えましたが、でき

ることを今後も精一杯やってまいります。皆様、４年

間ありがとうございました。そして、湯口私塾ネット

をよろしくお願い申し上げます。 

エリア関東 広報部長 高橋直子 

      （千葉・津田沼学院） 

  本来ならば１０周年記念大会を受け

て書かなければいけないと思うのです

が、その頃は原稿を出せる状態にあるかどうか分

からないため、記念大会前の時点での気持ちを書

かせていただきたいと思います。 

私は実は１０周年記念委員の一員なのですが、大

変申し訳ないことに個人的な事情により当日のお手

伝いがほとんどできないかもしれない状態にありま

す。今の時点で私にできることはやるとしても、尊

敬する谷村先生の元で委員として一生懸命働きた

かったので、それをやり遂げることができないのは

とても悔しいです。 

数年前のことになりますが、私が私塾ネットに

入ったのは毎年春に行われる研修会で木下晴弘先生

の講演にとても感動したことがきっかけです。当時

私は千葉の塾組合しか入っていなかったため、他団

体がどんなものか全く知りませんでした。入ってみ

て私塾ネットならではの自由でゆるやかな雰囲気に

戸惑うこともありつつ、これまでとても楽しく参加

させて頂きました。当時は複数の団体に入ることに

何となく抵抗があったのですが、今では入って良

かったと思っています。また全国組織なので他の

色々な先生にお会いできるというのも新鮮でした。

これから先まだまだ色々な先生との出会いがあるか

もしれないというのも魅力的です。 

自塾の運営や千葉の活動と重なり、中々参加でき

ず大してお役に立てていないのが申し訳ないのです

が、これからも私塾ネットらしい活動が続いていけ

ばと思います。 
編集部注 

髙橋直子さんには、４月２６日に長男優仁

（ゆうと）君を無事出産されました。おり

から端午の節句の季節、3230ｇの男の子は

元気に育っております。 

 

   みどり児の枕辺泳ぐ鯉のぼり(志厚) 
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（広島県・パワーゼミ西本塾） 
  
 先日人材についての講演を聞きました。

僕の場合は「宝くじ的」な職員採用をしてきました
ので、「人材のキーワード」として挙げられた10項
目（本当はもっとたくさんあるそうですが）は刺激
的でした。後でじっくり考えてみると、絶滅危惧種
的な人材がよい人材ということになりそうです。紙
の資料が無かったので、僕の耳を通り出来のよくな
い頭を経由して出てくる情報なのでどれだけ正確な
のか自信はありませんが、皆様の頭脳で良いものに
再構築してみて下さい。 
①道（どう）が付く習いごとをしている（いた）。
柔道、剣道、茶道など。練習ではなくけいこをして
きた学生。 
②つらい体験をお持ちの学生。 
③苦学生（夜間、奨学金、編入）。とにかく楽に学
生生活を送ったわけではない学生。 
④留学経験がある。外国人学生の頑張る様子を見た
り、日本の良さを確認できる。 
⑤体育会の学生。35000人しかいないそうです。負
けや悔しさを経験している。 
（吹奏楽部や応援団、運動部のマネージャーでもい
いそうです。） 

 
 

⑧３ほう学生。地方出身者・阿呆（アホなことがで
きる）・貧乏（ハングリー精神） 
⑨質問できる学生。人に興味をもつ学生。 
⑩両親を尊敬している学生。   
以上でした（たぶん）。聞くところによると「道の
つく」習いごとをする学生や苦学生は絶滅危惧種と
のことです。そう言えば柔道も世界で勝てなくなり
ましたよね。華道茶道ともに若い会員はほとんどい
ないそうです。夜間もだんだん無くなる傾向にある
ようですし、留学する学生も減り、厳しい体育会よ
りも楽なサークルを選ぶ傾向があるようです。上記
の10項目に合う学生が良い人材だとすれば、質の高
い人材が減ってきていると言えるのでしょうか、
ちょっと心配で、刺激的な講演でした。 
 私塾ネット中国の定例会は、僕にとっては㈳全国
学習塾協会「塾の日シンポジウム 広島2012」への
協力要請の場です。私塾ネット会員と学習塾協会会
員はほぼ重なっているのでお願いすることが多く、
10月8日に向けて、全てをほっぽり出してでも準備
をしていこうと思っています。中国地方の塾も頑
張っていますので、10月8日はぜひ広島へ応援にお
いで下さい。 

エリア近畿 代表 杉山 信良 

（大阪府・栄光塾） 
  私塾ネット１０周年に参加して    
 未曾有の震災により一年延期になった私
塾ネットの１０周年ですが、成功裏のうち

に終わりました事を嬉しく思います。 
また、一昨年の準備段階から労していただいた谷

村実行委員長を始め、実行委員の先生方には心から
感謝しております。本当にお疲れ様でした。 
 大阪に戻って、まだ１０周年の興奮冷めやらない
４月２６日に、関西私塾教育連盟の総会がありまし
た。開会の挨拶で藪木理事長より、「私塾ネットの
１０周年では、二百名を超える参加者があり、なに
よりも若い先生が多くて、活気があったことが羨ま
しかった。」との報告がありました。 
さて、二次会の挨拶でもありましたように、来年

は関西私塾教育連盟の５０周年です。日程は１０月
６日（日）会場は遠方の先生方にも参加いただきや
すいように、アクセスの良い心斎橋の日航ホテルに
決まりました。 
塾団連からの古いお付き合いの先生方や、湯口理

事長・谷村会長には改めてご案内いたしますので、
どうぞよろしくお願いします。（当初１５０人でホ
テルには見積もりを取っていましたが、１０周年の
盛会に刺激されてか、いつの間にか、２００人規模
の話になっています。） 
今回の１０周年、来年の関私連の５０周年と相互

に行き来する中で、太い絆が出来、かつての塾団連
のように持ち回りの全国研修大会ができまいか？と
考える今日この頃です。 
上甲先生の講演も良かったですね。あの講演を聞

いて、全国学習塾協会の六月の総会での講演を上甲
先生に依頼したそうです。上甲先生のお話の中に
「難有」というのがありました。著書を拝読する
と、北海道家庭学校のチャペルの正面に掲げられて
いる言葉だとか。 
実は、北海道家庭学校の前校長の小田島好信先生

とは、同じ教会の教会員で、子どもの頃から家族ぐ
るみのお付き合いをいただいている間柄です。上甲
先生は、北海道家庭学校とは二十年来のお付き合い
という事でしたから、四年前まで校長をされていた

改革ができるときである」と。従って、人間の底
力を養うときである」と。たしかにいい講師を採用
することができますし、土地は安く買うことができ
ます。「会社を立て直すには千載一遇のチャンスで
ある」と、私も心の底からそう思います。言ってみ
ればこれは当たり前のことかもしれません。しか
し、ここから先が上甲さんの凄さでした。「当たり
前の事を、そこまでやるの？」と周りの者から思わ
れることをやる。この事は会社経営の秘訣の一つで
はないかなと思い、会社の幹部に即伝えました。
夏、夏期講習で「え？そこまでやってくれるの？」
と、子供たちがびっくりするような顔を見てみたい
なあと、思っています。上甲先生、ありがとうござ
いました。感謝感謝です。 
最後に、式典に参加された多くの皆さんが、素晴

らしい塾経営をされ、理事長提唱の“絆”を大切に
し、私塾ネットを発展させてほしいなあと思いま
す。 

小田島先生の事は良くご存知でしょう。今は大阪に
戻っておられて、近々お会いしますので、上甲先生
の話題で盛り上がれることと思います。上甲先生に
は、学習塾協会の講演を引き受けていただけました
ら、小田島先生の近況をご報告いたします。 
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エリア東北 広報 扇野昭弘 

（青森県・学習塾ＴＲＭ・登竜門） 

青森市内で、一人で中学の５教科の一

斉授業と小学・高校の個別指導を行っ

ております。 

個々に持つ子供たちのDNAを磨き輝かせ、世に

送り出したいと日々考え、悪戦苦闘の日々を一人

で悶々と送っております。 

一人でやっていると、どうしても考えが偏るも

のですが、東北エリア代表の渡部先生及び奥様の

一代さんと、畑を耕し、種を蒔き、雑草を刈り 

(これが最も大変で、常々渡部先生は農家の仕事は

エリア東北 代表 渡部 信雄 

（青森県・尚志舎） 
ようやく春らしくなってきました 

 4月8日にセンター事務局の図らいで、

エリア東北の総会が開かれました。東京

から鈴木正之理事長と中野十和田事務局長に、東京

の最低気温が最高気温という青森までおいでいただ

きました。またこの地に塾団体の種をまかれ、長く

先導してこられた関志郎副理事長はお忙しいなか片

道2時間半をいとわずかけつけられました。3月以降

に3人の新入会員を迎え、何よりも明るい話題とな

りました。 

 総会では関先生より現在までの組織の経過が詳し

く説明されました。エリア役員には、副代表・会計

担当に安藤先生、広報担当に扇野先生が選出され、

先に代表に選出された私としては心強い限りです。

その後、年に数回会合を開くことを確認し、次回は

7月初旬に今後の活動について話し合う予定です。 

 現在青森県には地域の塾団体が3つあります。公

立校志望の強い土地柄もあり高校入試に関わる事業

を多く担っています。それぞれ充分な成果を上げて

いると思います。またそこで生まれた人脈も時に大

きな力になっています。今回入会された3人の先生

方とは同じ青森市内ということもありかなり頻繁に

会っていました。そのことも今回の入会につながっ

ているとすればうれしいことです。以前、うちの塾

の生徒が東京に転校することになり保護者から、東

京の塾を紹介してほしいという依頼を受けました。

早速、石川維雪先生にお願いしたところ、通塾等も

含め最適の塾を紹介していただき、その後大変感謝

されました。全国ネットの団体に入っていてよかっ

たと思ったことでした。地域の団体ならではの事

と、地域の団体ではできないことがあります。私塾

ネットの活動を通じてもう一回り外への発信をして

いけたらと思っています。 

 人口30万人以上の都市では、世界一降雪量の多い

といわれる青森市は、この冬も連日降り続き最高積

雪は152㎝を記録しましたが、4月13日14：00に積雪

0となり、ようやく春らしくなってきました。 
   

草刈だとおしゃいます。)、そして収穫、おいしいお

酒と共に食卓を囲みながら、塾について、生徒につ

いて、考え方について指導を受けております。 

 

動かなくなった体に鞭を撃って、一歩一歩進まな

ければなりません。涙が止まりません。 

よく耳にする、限界にチャレンジ、限界を超えて

いるようにも思える自分を通して、子供たちに優し

い言葉を掛ける事ができるようになったと 

自負しております。 

そんな私ですが、いつまでも教えを頂くだけでは

なく、エリア東北代表の渡部先生を全力でサポート

していく決意があります。 

また、塾ネット１０周年記念式典に参加させて頂

き、様々な先生方の熱き思い、私にはできない偉大

な功績を、これから入会する青森の若い塾人に私が

伝えていけたらと考えております。 

先輩に安藤先生がおられますが、眠りが足りなく

式典中ちょっと居眠りした私に、「ヨダレ垂れて!青

森から牛連れてきてしまった。」という言葉には優

しさがなかったので、私が愛を持って若い塾人に伝

えていきます。 

ます。 

初めまして！ 
 ふくし英数教室（青森） 福士明美 

 ３月から私塾ネット・エリア東北の仲間入りをさ

せていただいた福士と申します。 

学生時代、家庭教師のアルバイト経験があったた

め、OL時代や結婚後も親戚や知り合いに頼まれて

は、自宅で教える事が続いていました。ある日、近

所のお母さんに「どうして福士さんの家に、中学生

や高校生が時々来てるの？」「えぇ～それじゃ家の

子にも安く教えて～！」と提案され、近所の子供た

ちとの勉強が始まりました。こんな始まりなので、

生徒も保護者も私を「おばちゃん」と呼びます。お

母さん目線で、当たり前の事を当たり前にきちんと

積み重ねていく学習を心がけています。口コミで少

しずつ生徒が増えるようになり、今年で１５年目に

なります。 

 最近では、息子たちが卒業した小学校で英語の

guest teacher をしています。少しでも地域のお役に

立てていれば幸いです。多くの塾がある中で、こん

な小さな教室を選んでくれた生徒・保護者に感謝

し、私も進化し続けたいと思っています。 

 今回、私塾ネットの入会を勧めてくださった尚志

舎の渡部先生や東北エリアの先生方からいろいろと

ご指導いただき、全国の先生方と情報交換ができる

事をとても嬉しく思っています。 
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 第一部で行われた上甲晃氏による基調講演の興奮がま

だ冷めきらぬうちに、第二部の『設立十周年記念パー

ティー』が仲野十和田新センター事務局長による司会進

行で行われました。 

 開会の挨拶で鈴木正之理事長はその任期を満了された

ことを報告され、新たに理事長となる四国香川の湯口兼

司先生を紹介されました。鈴木先生、四年間本当にお疲

れさまでした。 

 そして、早々に川合正先生による乾杯、私塾ネット流

の進行が参加された先生方の中にも浸透しつつある中、

ご来賓による祝辞をいただきました。 

 余興のコーナーでは「江戸紙切り芸」の第一人者であ

る林家正楽師匠をお呼びし、これも神業の域に達してい

る紙切り芸を披露されました。途中、サプライズでご結

婚されたばかりの私塾ネット関東会員である埼玉県深谷

市の彩北進学塾、蓮克彦先生と奥様を壇上に呼び、お二

人の向かい合った姿を紙切りにしていただきました。蓮

先生、ご結婚おめでとうございます、末永くお幸せに。 

 また、エリア代表から近況とご挨拶という事で、エリ

ア東北からは、こちらも新たに東北代表になられた学習

塾尚志舎の渡部先生をはじめとした東北の先生方が登壇

され、ご挨拶されました。エリア関東は参加された関東

会員塾の先生方が全員登壇され、仲野代表に代わり、私

関東総務部の渡辺が挨拶をさせていただきました。エリ

ア関東も仲野先生が代表の任期を満了され、新たに神奈

川の長江勝秋先生が関東代表になられたことをご報告申

し上げました。残念ながら長江先生は体調不良のため今

回は欠席されましたが、総務部長として長江新代表をサ

ポートし、新生エリア関東ということで、これからも私

塾ネットを盛り上げてまいりたいと思います。 

 エリア近畿からは栄光塾の杉山先生、エリア中国から

は若竹塾の佐藤先生、エリア四国からは学習院セミナー

の寺嶋先生、最後にエリア九州の代表、林先生がご挨拶

されました。失礼を承知しながら書かせていただきます

が、印象に残ったのは学習共同体グループの河浜先生の

大声量と、エイブル田村先生の「皆さ～ん、二次会は盛

り上がりましょう！」でした。 

 そして最後のサプライズは、「映像で見る私塾ネット

の１０年」ということで、第一部でも上映した映像に、

まさに今終えたばかりの第一部の様子を加えた新しい映

像を上映しました。この神業は仲野新センター事務局長

ならではのなせる業で、第一部もご覧になられた方々は

大変驚かれていました。仲野先生、本当にお疲れさまで

した。 

 今回参加された先生方をはじめ、ご参加いただけな

かった先生方、これからも私塾ネットを大いに盛り上げ

てまいりましょう。 

                        （エリア関東総務部長 渡辺 浩） 
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エリア四国 広報 神野純典 

（愛媛県・神野進学教室） 

日時 平成２４年４月２１日 

   午後１４時５０分～１７時 

場所 誉田進学塾本部 

   千葉市緑区おゆみ野3- 31- 8 

１、４月２１日１３時３０分東京駅発の特急わかし

お１３号に乗って、寺嶋代表をはじめとする私塾

ネット四国のメンバー８名は千葉市にある誉田進学

塾に向かいました。 

１４時５０分鎌取駅に到着するとサプライズが待ち

構えていました。誉田進学塾の清水貫代表と田村先

生に加えて谷村志厚会長が出迎えてくださっていた

のです。一同感激しながら鎌取駅前の鎌取駅南口校

に移動しました。 

ご承知のように誉田進学塾は『読売ウィークリー』

が公表した高校進学塾ランクで、首都圏の公立高校

「合格力」ランク３年連続１位（２００４年～２０

０６年）を達成した名門塾です。 

鎌取駅周辺だけで大小合わせて２０ほどの塾がひし

めく中で、誉田進学塾は生徒数・売り上げともに毎

年伸ばされています。 

今回は清水貫代表のご厚意で「合格力ＮＯ１を生み

出す教務力の秘密」と題して、清水貫代表を講師に

研修を行いました。 

誉田進学塾の基本方針「真の意味での英才教育」に

貫かれた、指導スタイル・社員教育に参加者一同非

常に感銘を受け、清水先生の論旨明快な話に大いに 

納得させられました。 

 

２、高校部東進衛星予備校鎌取駅南口校見学 

鎌取駅南口教室は２００８年に開校された高校部の

専門教室です。すでに何人かの高校生が勉強に来て

いましたが、教室はしっかり整理整頓され、快適な

勉強スペースが確保されていました。鎌取駅南口校

は東進衛星予備校として運営されていますが、特長

は正社員の方の包括的なサポートが充実しているこ

とだと思います。クラスルームでタイムリーな受験

情報を提供したり、生徒の志望校に合わせて専任の

社員が勉強計画をプロデュースされているとのこと

でした。 

卒塾生の要望で高校部を設置された経緯もあり、

 

 

３、鎌取本部教室にて清水貫代表による研修開始 

（1）誉田進学塾の沿革 

清水代表によると、誉田進学塾の歴史は大きく３つ

のステージに分けられるそうです。まず１９７８年

～１９９２年までの「創業期」。この時期は個人塾

の時代、一言で言えば「清水家の塾」の時代です。

次に１９９３年～２００５年の「進化」の時代。１

９９３年に初めて外部の人間を採用して個人塾から

「脱皮」・「進化」する時期です。ただまだこの段

階では代表と仲間が一緒に塾をやっている状態だそ

うです。最後に２００６年から現在に至る「組織

化」の時代です。これは若手の社員もどんどん採用

して、塾を組織化していく時期にあたるそうです。 

現在清水代表は若手の社員の方々の活躍の場をどの

ようにして作り出していくかに心を砕かれているそ

うです。 

それぞれの転換期に清水代表はいろいろ悩まれたそ

うですが、現在の形になった一つのきっかけは、２

００４年に読売ウィークリーから発表された高校進

学塾ランクで、並み居る強豪塾を押さえ首都圏１位

になったことだそうです。実は、この年は誉田進学

塾からすると実績がおもわしくなかったそうで、１

位は清水代表には意外でした。それにも関わらず１

位に選ばれたことで、この合格力を生かした方向性

を探ろうというようになったそうです。 

（2）教務における基本方針・・・ 

          真の意味での「英才教育」 

①子供たちが自ら考え理解し、自分の力によって新

たな発想を生み出し、その結果問題を解決していけ

るように育てることを実現するためには、まずプロ

セスにこだわる。結果ではなく結果にいたる過程

（プロセス）が大切で、生徒がどのように成長する

か、成長するためにはどのような環境を整え、アク

ションを起こし、サポートしていくかなどが重要に

なってる。 

②プロセス重視だから、簡単な解き方を教え、単に 

ṐɋɁɆᶤᶮ ǵ ʹ̝ 
Ȃ Ț ǧ

ἶṐ ӧ ⁸ ǲǭƼֻ Ҙ ș ȆїǠ ҵҘǵ Ὥƽ 
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正解を出させるだけの授業は意味がない。生徒が乗

り越えるべき壁を敢えて設定してやる。その壁を乗

り越えることで、生徒は成長する。この言葉は私に

とって耳の痛いものでした。ともすれば、効率的で

簡単な解法を生徒に教えて満足していた自分がいた

からです。 

③プロセス重視だから、授業スタイルは、対話参加

型授業になる。誉田進学塾の授業は一見騒がしく見

えるかもしれない。生徒の発言を促す対話参加型の

授業だからとのことでした。 

④誉田進学塾独自のカリキュラムで教える。 

子供たちの思考力を鍛え、本質的理解を培うため

に、授業は独自のカリキュラムで行われているそう

です。 

④授業と連動した演習テストを行う。 

演習テストの内容はよくある基本的で簡単な確認テ

ストではなく、入試レベルの難問を交えた本格的な

ものだそうです。 

しかも合格点に達しなければ、追試があり、大学生

のチューターによる補習も実施するとのことで、最

終的に合格するまで追試は続けられるそうです。 

生徒の思考力を開花させる対話参加型授業とそれを

定着させる演習テストを徹底して実施されていると

ころが合格力の秘訣だと感じました。 

⑤定期テスト対策 

誉田進学教室では、過去問や予想問題を使った演習

は実施しない、点取り指導は行わないとのことでし

た。テスト対策は、まずノートをまとめ、次にテス

ト範囲をワークで演習するという当たり前の勉強を

させるそうで。塾は主に生徒の進度管理を行うそう

です。生徒の自立的な学習を念頭においてのことで

す。 

安易な点取り主義に走らない方法論がテスト対策で

も貫かれているなと感じました。 

（３）質疑応答 

湯口先生が 

「真の英才教育を行うというポリシーが貫かれてい

るところが素晴らしい。しっかりした形が完成され

てから展開されているのが成功の秘訣である。さら

に自分たちのやっていることを地域に知らせてい

る、パブリシティーがしっかりされている」と発言

され、近藤先生は 

「分かりやすい授業がいい授業という訳ではない。

生徒の実力を伸ばすために、敢えて悩ませる授業を

すべきではないかと考えていたので共感する部分が

多かった」と述べられました。 

山田先生が入塾テストの位置づけについて尋ねられ

たところ、清水代表は「希望者全員を受け入れるの

は物理的に無理がある。選抜せざるを得ないが最も

公平な方法はテストによる点数である」と答えてお

られました。 

入塾に関しても、誉田塾の真の意味での「英才教

育」という基本方針が貫かれているなと感じまし

た。 

今回の私塾ネット四国の春の研修会は清水貫代表の

ご尽力で充実した有意義なものとなりました。あり

がとうございました。 

 

エリア関東総会開催される 

研修大会に先立ち浅草ビューホテル蔵

前の間でエリア関東の定期総会が実施

された。２３年度活動、会計報告、２

４年度活動、会計計画等の審議議案は

満場一致で承認された。仲野代表がセ

ンター事務局長に着任することにとも

ない、新代表として長江勝秋先生（英

数学院・神奈川県）が推挙され承認を

得た。ただし現在病気療養中の為、こ

の間は鈴木正之先生が代表代行を務め

られることとなった。 
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画家平山氏との交流記 
 昭和七年石田家の住所は広島市上幟町一〇五番
地で広島藩主浅野家の別邸の向かい側にありその
周辺は閑静な環境で、その東側の道路に大型の建
築物があり右は広島市裁判官、左には上級軍人の
官舎がある。 
 この別邸の向かいには東西に長い八軒の住宅が
並びいずれも浅野家の士族系の住人なので仲良く
暮らしていた。そして住宅地の中程に古木の松林
が十数本並び昼間でも天高くそびえて薄暗くそこ
に野鳩十数羽住みつき朝夕に泣き声が響き私はよ
く観察した。 
 わが家は東側から二件目で間取りは玄関は両開
きになって入り、そこは三畳でその奥に六畳と八
畳が左右にありその左に台所と四畳位の板間そし
てその奥に大きな鉄製の五右衛門風呂がある。ま
た玄関の右側の庭に小さな池があり金魚が数匹い
る。 
 昭和十三年小学四年の夏休みに父の要望で広島
県豊田郡幸崎町字渡瀬の親戚である河内家で一週
間楽しく過ごした。この家は農家だが主人は隣の
忠海町役場で事務長を勤め毎朝早く出勤してい

た。さらに娘さんのふじ江さんは豊田郡瀬戸田町
字福田の向山重信氏と結婚し先祖代々農園で蜜柑
栽培し品質が良好なので関西方面の業者に名産品
として販売していた。ある日河内家の主人は「こ
の機会に瀬戸田町へ行って学習してこい」と進言
されて出発した。 
 当時瀬戸田町へ行くには三原港から和船で佐木
島の南方の大型の生口島がありそこで下船すると
瀬戸田町がある。到着すると周囲は漁船が行きか
い野鳥数羽が飛び合っていた。 
 この町の役場のそばにある平山家と親戚交際を
重ねていたので叔父に連れられて訪問した。その
理由は次男の郁夫君が快晴日は必ず下校後、絵画
用紙、クレヨン箱、鉛筆箱を鞄に入れて外出して
いた。そこで母親は勉強しないで外出習慣を身に
つけているのを困惑してその日も叔父に改善策を
尋ねていた。そばにいる父親はいつも見守ってい
ると言う。長男は病身なので床についている。 
 郁夫君は私と一つとし下で訪問した日も布製の
袋を持って外出したので私は注目し同伴した。 
 私は郁夫君が海岸沿いの平地で写生の姿を見て
その時の目付きに驚いた。こんな人もいるのか。
学校の児童達と異なった姿を見て心が動揺し、学
校で見る事ができない状況に目をぬぐった。 
 翌日叔父が私の顔を見つめながら語った。「何
事も将来の夢や希望に向かって努力を重ねる事が
大切で目標を定めて実行すればへばる事はない。
いつも充実した学習を重ねていれば心は輝いてい
く。人間にはこうした精神力のある人は少ない。
お前も将来の目標に何に手をつけ努力を重ねるの
がよいか。平山君の写生姿を思い出して進歩して
ほしい。」

。  
（以下次号に続く） 

 

名誉会員 石田 治正 
 （東京都葛飾区） 

Ṑ  
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 会計部報告   

私塾ネットセンター会計部長 監物一男 

会員の皆様には、日頃よりいろいろとご協力い

ただきありがとうございます。今年度も賛助会員

の方々と各エリアのご協力の基、円滑な会計運営

ができるよう、宜しくお願い申しあげます。現

在、2４年度のセンター会費の徴収を行っておりま

す。つきましては、各エリアごとに、センター会

費を集めさせていただきたいと思います。詳細

は、エリア代表ないしはエリア会計担当にお問い

合わせください。 

エリア代表者 

エリア関東 長江勝秋（英数学院） 

エリア中国 佐藤将紀（若竹塾） 

エリア四国 寺嶋謙次（学習院セミナー） 

又、北海道 入江昌憲（札幌進学教室） 

エリア東北 渡部信雄（尚志舎） 

エリア中部、エリア近畿、エリア九州に於きまし

ては、センター会計部より、個別にご案内をお届け

いたしておりますので、ご確認ください。 

又、賛助会員の方におかれましては、代表者の変

更などございましたら、ご連絡のほど宜しくお願い

申し上げます。 

尚、詳細やご不明な点は、センター会計部 監物

一男（048-688-6903 向学館内）までお問い合わせく

ださい。 

【郵便振替でご送金の場合】以下の郵便口座までご

送金ください。 

（口座番号）０２３０－６－００６８８２０ 

（口座名義）全日本私塾教育ネットワーク 

【銀行振替でご送金の場合】 

埼玉りそな銀行 七里支店  

普通預金 ４４１３３１６ 

（口座名義）私塾ネット 会計部長 監物一男 

以上、よろしくお願い申しあげます。 

ṐɋɁɆїѼᾌἧᾶ in ⁵ ɪɛɶɆ 

 平成２３年８月１６日から始まった宮城県石巻市で

の私塾ネット出前寺子屋活動は、月２回のスクーリン

グ（学習会）を継続実施し、５月１３日の活動で２０

回目になります。この間支援スタッフとして加わった

私塾ネットの関係者は延べ７０名を超えます。 

 出前寺子屋の開講される会場は、石巻市内の仮設団

地の「ささえあい拠点センター」集会所です。登録さ

れている講習生は延べ４８名で、第２期にあたる５月

現在の受講生は３５名です。このうち漢字検定の取得

を目指す方は２５名、残りの１０名は英語検定の学習

に取り組んでいます。また世代構成別でみると、小中

学生が１４名、一般社会人が２１名となっています。 

 学生と大人が席を隣り合ってともに学ぶほほえまし

い風景は、学びの原点ともいえるものです。初めて寺

子屋を訪れる支援スタッフに、新鮮な驚きを与えてい

ます。「家庭学習の復興」をテーマに掲げる私塾ネッ

ト出前寺子屋の、実践の場がここにあります。会員の

皆さんの積極的な関与をお願いするところです。 

 ２３年８月から翌年２月までに実施された漢字検定

の成績は、受検者総数４２名に対し合格者４０名とい

う素晴らしい実績を残しました。その内訳は別表の通

りです。  

 今後の予定は５月１３、２９日のスクーリング、６

月２日に２４年度第１回漢検、９日には同英検が集会

所を検定会場として実施されます。 

 ６月９日の英検実施をもって、私塾ネットの名を冠

した活動はいったん終了し、その後は学習塾有志によ

る活動を継続する予定になっています。 

（文責 谷村志厚） 

２３年度第３回漢字検定合格者２３名の内訳 

２級‐３名、準２級‐１０名、３級‐４名、 

４級‐１名、５級‐３名、６級‐１名、 

７級‐１名  （小中学生８名、一般15名） 

２３年度第２回漢字検定合格者１７名の内訳 

２級‐２名、準２級‐２名、３級‐８名、 

４級‐３名、６級‐１名、７級‐１名 

（小中学生７名、一般10名） 
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渉外部報告 
私塾ネットセンター広報部長 佐藤勇治 

 平成24年(2005)秋より、6年の歳月と160名の執筆

陣、24名の編集委員によって、発刊の準備が進めら

れていた『学習塾百年の歴史－塾団体五十年史』

が、平成24年(2012)4月5日、全日本学習塾連絡会議よ

り発刊されました。 

 本書は、函入り、上製本、1170頁に及ぶ保存版の

歴史書で、編集長の佐藤勇治が25年に亘って作成し

てきた52冊の著作の集大成であり、50年間に亘って

佐藤氏が撮りためてきた約42,000枚の写真の中から

約900枚の写真が収録されています。 

 本書を読めば、100年にわたる塾の歴史、50年の塾

団体の歴史がわかるだけでなく、世相や時代と共に

進化し続けてきた塾の全体像を追うことが出来ま

す。 

 また、学習塾と学

習塾団体の全てが分

る本書を紐解くこと

によって、今後の塾

のあり方や日本の教

育改革のあり方につ

いて、大きな示唆を

得ることが出来れば

幸いです。  

 平成24年4月22日(日)、浅草ビューホテルで開催さ

れた私塾ネット設立10周年記念大会第一部の記念式

典のあと、上甲晃氏の記念講演「激動し続ける日

本、これからの人づくり」が行われ、会場に出席し

た先生方に深い感銘を与えました。 

 主催者側（実行委員会）のご好意により、記念講

演前に、『学習塾百年の歴史ー塾団体五十年史』出

版報告の時間を15分間とって頂きました。その報告

です。 

当日、記念大会に出席した「百年史」編集委員、執

筆者のうち、主要メンバー16名が壇上で第1回報告会

（今後、全国で9回開催予定）を行いました。私塾

ネットの加藤実氏の司会で、ご挨拶は、編集委員を

代表して一橋大学名誉教授の中嶋浩一氏と全日本学

習塾連絡会議・代表幹事の坂田義勝氏が行いまし

た。その後、壇上の各先生の自己紹介があり、最後

に編集長の佐藤勇治氏が出版報告とお礼を申し上げ

ました。 
 全日本学習塾連絡会議主催、『学習塾百年の歴

史－塾団体五十年史』出版祝賀会・報告会・懇親会

の日程決まりました。是非ご参加下さい。 

 １、日 時：平成24年9月16日(日)／15:00 

 ２、会 場：東京プリンスホテル 

       （東京都港区芝公園） 

 ３、参加者：250名 
  （詳細は実行委員会で検討中、後日ご案内発送） 

[本書の入手方法] 

   １口＝5,000円の浄財（寄付金）にて本書1冊 

   を進呈 

   ＊本書は実費1冊＝7,500円です。２口以上の 

   浄財大歓迎 

[申込み・連絡先] 

   『学習塾百年の歴史－塾団体五十年史』 

    編集委員会 編集長 佐藤勇治                           

    Tel：042-482-1481／Fax：042-483-1618 
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フォート・ほっとコラム 
爽快 ＜爽やかで心地よいこと＞ 

 
今回の十周年記念式典出席は久しぶりの東京、懐
かしい会員の皆様の笑顔に出会うことができ、会の
成功とともにこころに人の温かさと絆の強さを実感
できた一日でした。 
式典を通して心身ともに爽やかになり、いい気分で
ゴールデンウイークが迎えられそうです。 
スタッフの皆様本当にご苦労様でした。 
東京は雨でしたが広島に帰ると一足早い五月晴
れ。この好天と気分のノリで以前から一度乗ってみ
たかったローカル列車の旅へと出かけました。 
そのローカル線は「清流線」といって、名勝錦帯橋
を流れる錦川に沿って、岩国から錦町まで、カラフ
ルな一両列車が走っています。 
その日の錦川は青空と新緑を映して青と緑に染ま
り、流れる水は川底の小石が見えるほど澄んで清
く、ゆっくり瀬戸内海へと流れ下っていました。 
このピュアーな景色を窓越しに横目で眺めながら一
時間余りカタコトと走ります。新緑と清流に身をゆ
だねながら、日常を忘れることのできるのんびりと
した小さな旅でした。 
こうした心をリフレシュして爽快な気持ちになれる
旅は何も遠くまで行かなくても、思い立てばすぐに
手の届く身近なところにもあることも知りました。 
川は緑の風に乗って爽やかに泳ぐこいのぼりを映
して、静かにそしてゆっくりと大海へと流れて下っ
ています。 
爽快 ＜何かをしようとする気分にさせる言葉＞ 

 

  

「Joko_Akiraです。 

大変、お世話になりました。多くの皆

様が、熱心にお聞き届けいただき、心

から感謝申し上げます。上甲晃」 

 
 

 
 

 

 

 
 

150
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賛助会員一覧(順不同) 日本橋女学館中学高等学校    園田 義宣先生 

東京都中央区日本橋馬喰町2-7-6  ℡03-3662-2507 

安田学園中学高等学校      福谷 隆芳先生 

東京都墨田区横綱2-2-25         ℡03-3624-2666 

科学技術学園高等学校      船津 和良先生 

東京都世田谷区成城1-11-1     ℡03-5494-7711 

日本音楽高等学校        伊庭 崇 先生 

東京都品川区豊町2-16-12     ℡03-3786-1711 

立正中学高等学校        今田 正利先生 

東京都品川区大崎4-2-16      ℡03-3492-4416 

上野学園中学高等学校      高橋公美子先生 

東京都台東区東上野4-24-12    ℡03-3842-1021 

二松学舎大学付属高等学校   舘野 宏 先生 

東京都千代田区九段南2-1-32    ℡03-3261-9288 

村田女子高等学校 

村田学園小石川女子中学校    小林 隆司先生 

東京都文京区本駒込2-29-1     ℡03-5940-4187 

自由学園（中等部・高等部）  更科 幸一先生 

東京都東久留米市学園町1-8-15  ℡042-422-3111 

帝京中学高等学校       大谷 幸男先生 

東京都板橋区稲荷台27-1     ℡03-3963-4711 

京華学園           今野 巌 先生 

東京都文京区白山5-6-6      ℡03-3941-6493 

千代田女学園         長尾 和雄先生 

東京都千代田区四番町11     ℡03-3263-6551 

日出中学高等学校       大江 律夫先生 

東京都目黒区目黒1-6-15      ℡03-3492-3388 

目黒学院中学高等学校     阿部 幸彦先生 

東京都目黒区中目黒1-1-50     ℡03-3711-6556 

共栄学園中学高等学校     伊藤 裕  先生 

東京都お花茶屋2-6-1       ℡03-3601-7136 

東京家政学院中学・高等学校  滝沢 保一先生 

東京都千代田区三番町22       ℡03-5245-6534  

東京女子学院中学・高等学校  宗内 信二先生 

東京都練馬区関町北4-16-11     ℡03-5903-9559       

(株)創開コミュニティー      小林 和光様   

千葉県柏市柏2-7-22-202      ℡04-7164-6511 

ドラゴンフィールド㈱      和田 功  様 

3- 23 8   ℡03-5282-3174 

㈱パワーコンサル        山田 博史様 

豊島区東池袋1-21-11-7Ｆ         ℡03-5928-1686 

㈱私塾界              山田未知之様 

豊島区東池袋1-39-1三善ビル     ℡03-3987-0838 

㈱ＳＲＪ            板橋 玲  様 

2- 4- 1 B 102        03- 5425- 6534 

         鈴木 学  様 

687- 6            04- 7164- 8276 

(株)ぱど            田中 和博様 

 5- 17- 17       03- 5155- 8122 

(株)エドペック         千葉 貴広様 

25- 15 045- 226- 5494 

(株)学研ｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ       伊藤 龍男様 

2- 11- 8  9         03- 6431- 1337 

関東国際高等学校         村山ｻﾝﾄﾞﾗｰ先生 

東京都渋谷区本町3-2-2       ℡03-3376-2244 

江戸川学園取手中学高等学校    竹澤 賢司先生 

茨城県取手市西1-37-1        ℡0297-74-8771 

十文字中学高等学校            夘木 幸男先生 

東京都豊島区北大塚1-10-33      ℡03-3918-0511 

東洋高等学校                丸茂 隆 先生  

東京都千代田区三崎町1-4-16     ℡03-3291-3824 

桜丘中学高等学校              品田 健 先生  

東京都北区滝野川1-51-12        В03-3910-6161 

聖徳大学附属中高等学校        川並 芳純先生 

千葉県松戸市秋山600            В047-392-8111 

麹町学園女子中高等学校        大野 博人先生  

東京都千代田区麹町3-8       ℡03-3263-3014 

春日部共栄中学               宇野 禎弘先生   

埼玉県春日部市上大増新田213    ℡048-737-7611 

大成高等学校                  森   保  先生      

東京都三鷹市上連雀6-7-5        ℡0422-43-3196 

東京学園高等学校              須藤 勉  先生   

東京都目黒区下目黒6-12-25      ℡03-3711-6641 

東京立正中学高等学校          藤井 教戒先生  

東京都杉並区堀ノ内2-41-15      ℡03-3312-1111 

八雲学園中学高等学校        横山 孝治先生 

東京都目黒区八雲 2-14-1       ℡03-3717-1196 

関東第一高等学校              副田 康孝先生   

東京都江戸川区松島2-10-11      ℡03-3653-1541 

武蔵野中学高等学校            楠木 文史先生 

東京都北区西ヶ原4-56-20        ℡03-3910-0151 

和洋国府台女子中学高等学校    西山 紀子先生 

千葉県市川市国分4-20-1      ℡047-371-1120 

新渡戸文化中学高等学校     小嶋  輝夫先生 

東京都中野区本町6-38-1      ℡03-3381-0196 

文京学院大学女子中学高等学校  嶋田 栄司先生 

東京都文京区本駒込6-18-3     ℡03-3946-5301 

東洋大学付属京北学園         野中 政廣先生 

東京都北区赤羽台1-7-12      ℡03-3941-6253 

大森学園高等学校             矢部 一紀先生 

東京都大田区大森3-2-12         ℡03-3762-7336 

東京成徳大学中学高等学校     増澤 文徳先生 

東京都北区豊島8-26-9       ℡03-3911-2786 

日本工業大学駒場中学高等学校 河村 文夫先生 

東京都目黒区駒場1-35-32     ℡03-3467-2130  

青稜中学高等学校             笠松 芳幸先生 

東京都品川区二葉1-6-6          ℡03-3782-1502 

東京女子学園              実吉 幹夫先生   

東京都港区芝4-1-30             ℡03-3451-6523 

駒込中学高等学校            河合 孝允先生     

東京都文京区千駄木5-6-25       ℡03-3828-4141 

愛国中学高等学校            高橋 英夫先生  

東京都江戸川区西小岩5-7-1      ℡03-3658-4111 


